
『 SFTS 』
知っていますか？

人にも感染するウイルスです。
予防をしっかりしましょう！！

・対処法は？
SFTSウイルスに対する特効薬は
現在報告されていません。
治療はあくまで対症療法のみです

SFTSの予防はマダニ駆虫薬の投与です。

SFTS感染は季節問わず発生が
報告されています。
家族と健康に過ごしていくために、
通年予防をしっかりしましょう！！

・体にマダニを見つけたら？

無理やり取らない！！

ご自身で取ろうとせずに動物病院を
受診してください。無理やり取ろうとすると
マダニの頭部が皮膚内に残ってしまい化膿したり、
病原体に感染するリスクがあります。



・ SFTSとは？

症状は？
ネコちゃんは発熱・食欲低下・下痢・嘔吐などです。
ワンちゃんは発症した場合、
ネコちゃんほど重篤ではありませんが、
同様の症状が認められることがあります。

正式名称 ： 『重症熱性血小板減少症候群』
マダニによって媒介されるウイルスです。

ワンちゃんが感染した場合、
発症率が低いと言われていますが、
ネコちゃんは、死亡率が高いので注意が必要です。

人にも感染するウイルスです。

症状は発熱・倦怠感・頭痛などです。
感染し重症化すると

人も死に至る危険性があります。

※人での致死率は27％と言われています。

・感染経路は？
▷SFTSウイルス持ちのマダニに咬まれる。
▷SFTSウイルスに感染している動物に
引っ搔かれる、または、咬まれたりする。
▷体液（唾液や下痢便）を通じて感染。

発症動物からの感染
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・症例
岡山県内では2013年にSFTSを発症し
亡くなられた方がいます。
最近では、県外で今年の4/24にSFTSと診
断された男性が亡くなられています。

岡山県、人のSFTS発症届出数
（岡山県ホームページ引用）
・2020年：７名 ・2021年：６名
・2022年及び2023年：４名
・2024年：1名
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